
太陽ビジネスクラブ

太
陽
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
２
０
２
３
年
11
月
17
日
金
曜
日

に
、
経
済
評
論
家
の
岸
博
幸
さ
ん
の
講
演
会
を
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ミ
ッ
ク

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
宮
崎
市
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
太
陽
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
会
員
様
な
ど
約
１
３
０
名

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

「これからの日本経済と企業に求められる経営戦略」
岸 博幸 特別講演会

「
30
年
続
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
は
終
わ
り
日
本
は
今
、
時
代

の
変
わ
り
目
に
あ
る
。
五
つ
の
構
造
変
化
を
乗
り
越
え
れ
ば
九

州
・
宮
崎
の
チ
ャ
ン
ス
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
」
と
岸
博
幸
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

一
つ
目
は
人
口
減
少
。
国
連
の
統
計
で
は
、
２
０
５
０
年
か
ら

ア
フ
リ
カ
を
除
く
国
が
人
口
減
社
会
へ
突
入
す
る
。
産
業
革
命
以

来
の
人
口
増
社
会
が
３
０
０
年
ぶ
り
に
減
少
へ
転
じ
、
人
口
減
は

世
界
の
す
う
勢
と
な
り
、
人
材
の
奪
い
合
い
が
世
界
に
広
が
る
中
、

「
外
国
人
労
働
者
が
日
本
を
選
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
」

二
つ
目
は
国
際
情
勢
の
変
化
。
自
由
主
義
国
家
と
覇
権
主
義
国

家
の
２
極
対
立
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
は
終
焉
す
る
と
見
て
い
る
。

労
働
力
の
安
い
国
で
製
造
す
る
と
い
う
国
際
分
業
は
終
わ
る
。

「
台
湾
が
熊
本
県
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
立
地
し
た
よ
う
に
、
こ
の
変
化

は
地
理
的
優
位
に
あ
る
九
州
・
宮
崎
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な

る
。
」

三
つ
目
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
。

世
界
各
国
が
１
９
９
０
年
代
か
ら
Ｄ
Ｘ
を
推
し
進
め
る
中
、
日
本

で
は
各
業
界
の
反
発
で
30
年
遅
れ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
動
き
出
し
、
遠
隔
で
の
勤
務
や
医
療
、
教
育
が
可
能

に
な
っ
た
。
「
地
方
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
Ｄ
Ｘ
は
課
題
で
あ
る

が
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
」

四
つ
目
は
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
。

世
界
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
や
っ
て
当
た
り
前
。
既
に
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
あ
る
。
持
続
可
能
な
地
球
に
す
る
に
は
経
済
最
優
先
で
は
な

く
、
経
済
・
社
会
・
環
境
が
調
和
し
た
発
展
を
目
指
す
べ
き
と
す

る
も
の
。
若
者
の
意
識
変
化
は
早
く
、
「
い
い
環
境
に
住
み
た

い
」
と
い
う
思
い
は
強
ま
っ
て
お
り
、
宮
崎
に
と
っ
て
一
番
の
武

器
に
な
る
。

五
つ
目
は
デ
フ
レ
の
終
焉
。
30
年
続
い
た
デ
フ
レ
は
終
わ
り
、

イ
ン
フ
レ
と
い
う
ノ
ー
マ
ル
な
時
代
に
戻
る
。
な
る
べ
く
お
金
を

使
わ
な
い
生
活
か
ら
、
現
金
を
持
つ
の
が
愚
か
に
な
る
社
会
へ
。

正
反
対
の
行
動
ス
タ
イ
ル
に
切
り
替
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
分
か

れ
道
と
な
る
。

大
き
な
構
造
変
化
の
中
で
私
た
ち
は
、
地
元
を
活
性
化
す
れ
ば

人
は
勝
手
に
増
え
て
い
く
。
福
井
県
鯖
江
市
が
そ
の
好
例
。
地
理

的
に
も
気
候
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
「
眼
鏡
に
次
ぐ
産
業
を

作
っ
て
い
こ
う
」
と
改
革
を
進
め
た
結
果
、
文
化
観
光
都
市
と
し

て
よ
み
が
え
っ
た
。

企
業
誘
致
も
「
来
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
す
る
の
で
は
な
く
、

「
来
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
そ
の
点
、

気
候
、
産
業
に
恵
ま
れ
た
宮
崎
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

「
宮
崎
は
米
国
マ
イ
ア
ミ
を
目
指
す
の
が
い
い
の
で
は
。
」
マ

イ
ア
ミ
も
交
通
は
不
便
だ
が
、
気
候
が
良
く
ゴ
ル
フ
が
い
つ
で
も

で
き
る
街
。
富
裕
層
の
移
住
が
多
く
、
起
業
す
る
若
者
も
増
え
て

い
る
。

企
業
体
質
を
強
化
す
る
に
は
、
自
力
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
産
性
が
上
が
れ
ば
賃
金
は
上
が
る
。

情
報
が
集
ま
る
銀
行
を
使
い
倒
す
く
ら
い
の
気
持
ち
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
り
出
し
、
し
ゃ
か
り
き
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

最
後
に
、
岸
博
幸
さ
ん
は
、
「
宮
崎
は
半
導
体
投
資
に
湧
く
熊

本
の
次
に
来
ら
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
会
場
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
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